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Abstract 
Recently, a lot of studies have investigated the talent identification in soccer players.  
However, no clear results have been reported probably due to the lack of prospective research 
designs. The present study investigated the index of talent identification for adolescent soccer players 
in career development. Fifty-six male adolescent soccer players who belonged to the J-League academy 
participated in this study. They were divided into professional (n=7), collegiate (n=19), and regional 
(n=30) players based on their performance level at 18 years of 30 age. Height, weight, stepping speed, 
endurance, and choice reaction time (hand: HRT, foot: FRT and hand-foot-complex: CRT) were 
measured. The CRT was significantly faster in professional players (561.6±59.7 msec, p<0.01) and 
collegiate players (612.6±59.7 msec, p<0.05) compared with regional players (692.3±120.0 msec). 
The mean values of body weight, height, and CRT tended to be higher for professional players than 
collegiate players, however they were not statistically significant. Our findings suggest that adolescent 
soccer players with faster CRT have possibility to advance their career in soccer. Evaluating this ability 
during mid-adolescence should therefore enable coaches to reduce the numbers of short-term dropout 
players. 
 
スポーツ科学研究, 5, 1-9, 2008 年, 受付日：2007 年 2 月 16 日, 受理日：2008 年 1 月 7 日  



















育成（Development）の 4 つの段階が必要である 












ことや（Reilly et al. , 2000）、優れた有酸素能力










15 歳から 17 歳の選手を対象として、有酸素能
力、無酸素能力、握力を比較検討した例のみで








に達することが明らかとなっている (Mullis et al., 
1985; Johnson 1989)。また、11 歳から 13 歳のサ
ッカー児童を対象とした研究において、選択反応
時間や注意時間の遅速が、ボールのキックパフォ
























本研究の対象は 2000－2001 シーズンに某 J 
リーグアカデミーU15 チームに所属していた 73 
名 の選 手 であった。73 名 のうち傷 害 既 往 者 9 
名 と 6 名 のゴールキーパーを除外 した 56 名
（11.1 歳～14.9 歳 : 13.1±1.2 歳）の健康な成長
期男子サッカー選手を対象として研究を進めた
（11 歳 : 15 名、12 歳 : 13 名、13 歳 : 11 名、14 
歳 : 17 名）。 










図 1： 研究デザイン 
全ての測定は 2000-2001 シーズンに U15 チームに在籍した選手が対象  





れ、アカデミーU18 群はさらに 18 歳でのパフォ
ーマンスレベルによってプロ群（n=7; J1=6, J2=1）
と大学群（n=19）に分類された。地域群の選手で
18 歳 の時点 でプロ契 約 した選 手 はいなかった
（図 1）。全ての測定項目は上述したプロ、大学、




を行った。U15 チームでは 5 日／週の練習（1～
2 日の試合日を含む）を行った。U18 チームで
は 6 日／週の練習（1～2 日の試合を含む）を行
い、一回の練習時間は U15 チームが 2.0 時間、








1） 測定時期  
全ての測定は 2000 年の 3 月から 4 月にかけ
て行われた。 
 
2） 身長、体重  
身長、体重を練習前に測定した。身長はスタ
ヂオメーター（YL-65S, Yagami Co., 名古屋）を
用いて 0.1cm 単位で測定した。体重は体脂肪測




選 択 反 応 時 間 お よ び ス テ ッ ピ ン グ ス ピ ー ド
（Stepping frequency: STF）、ステッピングの持久
性 （ Stepping endurance: STE ） は





















上肢のみ: HRT（Hand reaction time) 
下肢のみ: FRT（Foot reaction time） 










レートを叩くよう指示した。1 試行につき 32 回の
反応刺激が呈示される。このとき上肢および下肢
が 同 時 に 出 現 し た と き の 平 均 反 応 時 間 を
Complex reaction time（CRT）、上肢のみ出現し
たときの反応時間を Hand reaction time （HRT）、
下肢 のみ出 現したときの平均 反応 時 間を Foot 
reaction time （FRT）として各々評価した。方法
に慣れるために 1 試行（32 回）の練習を行った





ステッピング回数を STF とし、7 秒から 20 秒ま
での単位秒当たり平均ステッピング回数を STF 




価 は先 行 研 究 （広 瀬 ら , 2001; Hirose et. al., 
2004）と同様とした。 
 
4） 統計分析  
全ての値は平均±標準偏差で示した。平均値
の 群 間 差 の 有 無 は 一 元 配 置 分 散 分 析
（ One-factorial ANOVA ） を 用 い て 評 価 し た 。














































的に有意な差ではなかった。STF および STE に
おいては群 間 で特 徴 的 な差 は認 められなかっ
た。 
一方選 択反 応時間 を比 較すると、CRT にお





い て 群 間 で の 差 が 有 意 に 認 め ら れ （ F=7.104, 
p<0.01）、プロ群（p<0.01）と大学群（p<0.05）は地
域群よりも有意に優れた CRT を有する結果とな
った（図 3）。一方 HRT （F=1.879, p=0.103) と 
























先行研究を見ると、Helsen and Starks (1999) 
はセミプロフェッショナル選手と大学生の刺激伝
達能（processing parameter）を、中心視野、周辺




































応時間の変化に対して MT よりむしろ PMT の変
化 が 大 き く 影 響 す る が 報 告 さ れ て い る
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